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着色板による積雪の微細層構造の観測
杉森正義・各務頼丈
Observations of Microscopic Layer Structures 
of Snowcover with U se of Coloured Plate 
Masayoshi SUGIMORI， Y oribumi KAGAMI 
(Received Oct. 14， 1968) 
The method of observations on the layer structures of snowcover with use 
of coloured celluloid plate inserted vertically into snow is very useful in 
observations of the localized phenomena such as thin snow layers， internal 
melting in snowcover and f10wing routes of melt water. 
In this paper， the resu1ts of observations on the microscopic layers of snow-
cover deposited in Fukui city on Feb. 10-14， 1968 are reported. As the snow 
melts， several thin layers become visible in snow and al the snow are trans-
formed in granular states in five days. 
1 はじめに 面をきれいに削り
出し，削り出した
断面から 0.5~~ 1 
cm入ったところに
断面に平行にセル 積
ロイド製の着色板 雪
を垂直に差し込ん 闘
で断面を観測すれ
ば，雪質の違いに
よる細かな層の明
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積雪の層構造を調べる方法には，積雪断面にインク
を吹きかける方法と，両側面からうすく切りとった積
雪断面を透過光にすかしてみる方法がある1)。 このう
ちで，インクを吹きかける方法(インク法〉は簡単に
行なえ，また広い範囲にわたって積雪層を観察できる
ことから広く用いられている O しかし福井のように気
温の高い地方では，雪質の変化が速く，積雪層が複雑
な構造を示すため，微細な層変化の追跡は困難な場合
が多かった。われわれは，昭和43年2月に，福井地方
の平地積雪について長期にわたる観測を行なった。そ
れの総合的な報告は別に行なうわが，観測を実施中，
以下に述べるような着色板を用いる方法(着色板法〉
が，比較的徴細な層構造の観測に有利であることが判
明した。そこで，その方法の詳細について述べ，さら
にその方法を用いて行なった観測結果について報告す
るO
暗を見ることがで 図1 着色板の積雪内への挿入。
2方法
着色板法の詳細は次のようなものであるO 積雪の断
恭助手輔教授
きる O ここで着色板を差し込む位置について考察して
みよう。図 1に示すように積雪の断面を切り出し，断
面から Icm入ったところに着色板を差し込む。積雪は
A， B …のような層構造をなしているとする。断面に
入射した強さ10の光が， A層内およびB層内を通過し
て着色板で反射され，再び、積雪断面に戻ってきたとき
の強さをそれぞれIA，IBとすれば，
IA=lo( 1 -ds)dpe -:~~日
IB=Io( 1 _ds)dpe-U)，.BI J -・・・・ (1)
106 
:‘表わされるo ここでん1，κ8はそれぞれA}醤およびB
同の光の吸収係数，σp，d S は着色板およびfj't~'1断而の
光の反射率であるo1，1と18が最もよく識別されるため
こ，LIと18の差を最大にするような lを求めて 1Mと
すれば，
log(κA/κB) 
1M = -2(;，:'~ ~;) ・・・・(2)
でJ7・えられる。訂l'rjの吸収率は， '~' 1'Iによって見なるが
o .16/ cm~O . 4/ cmの範四めにあるといわれており 1M
は 1cm前後の値になるD しかし，fÚ"~断而で反射され
る光の以枠を考!邑し，また幾つもの!刊を同lI'jに側出IJす
る 便利のために， 着色板は断而から O.5~ 1 cm人った
ところを適当に選んで差し込んだ。
3 着色板法とインタ法との比較および着色椋の色
写Ulに同法によるも7''-i断而の十王子を示す。t'l"tは
しんせつ， しまり ' li ， ざらめ'~~からできており ， それ
ぞれをJ己号でぷし，また[11;jブjの'ヶ=:!'rの対応するところ
を欠|てIJでぶすoft色阪を用L、た場合，さ♂らめ'-'(や，合
水id-の多いと ころは光の透過がよく ， 色が~i史くあらわ
れるo インク法の場合，叶粒子が細かく ，特に合水量
の多いところがよく染まり ，fl'(" ~ tJ'; }'，t，i状をなしている
ことはよく 凡られるが，ぷ|面H近で・の， ，~質変化の起度
をはるのは|羽難である O 写真 2に赤色の着色板を用い
て 1'1' 1" ;' を，J，'~べたときの例をノJ~す。(r '~は写貞 1 のもの
とは児なる。〉 ぷIM(，]';近で， ，~針変化の進んでいるとこ
挙 色 ヰ反 E岩
ろ(表面層〉と，ざらめ宝としまり吟の境界の含水量
の多い と ころがゆ~I僚にあらわれているのがわかるo 着
写真 2 亦色li'f:!.板をf目L、たときのfl''"il斬[師。
イ 〉 ク 7若
写真 1 着色板法とイ ンクtの比較
色板の色については，肉眼で見る場合には， [，U，赤，
ピンクの色を用いたとき明暗がよくあらわれ，カラー
写真では赤，ピンク，モノクロ写真では;，t，1" 百の色を
用いれば良好である O
4 微細層構造の観測結果
凶 2 は昭和43年 2 月 9 日 ~14日の福井地方における
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気象状況および杭雪状況を示したものであるo 1斗3に
2 月 9 日 ~14日の同の福井大学グラウンドにおける民
iJtの層構造の観測結果を示 L た口雪1'fは国際分r~i記げ
で示Lてあるが， しまり雪からざらめ雪に.ifむ11同の
状態で，粒度Aに相当するものを，松岡4)の用1百に従
って“ビザラメ"として示しておいた。ビザラメの用
語によれば，地上20cm付近に見られる巾!ム.いしまり '~i
主| 宅F 宅F 挙
日1
目闘問寺G
o 
4-C -
言i2 
i温
-2 
10巳(W1 
宅歩 挙。 @ @ 0 
18」ん 6 12 18 0 るほ 18 O 6 12 18 6 b t2 (g O 
10 1/ 12 13 14 
|て12 1968年 2 )J 9H-1411 の悩)下地方のう<t争およびflt'汀(福 )I:J世 jj~t袋行)c
@⑧教
新昌
?
???
? ???
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? … ?
?
? ? ? … ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
?… ? … ? ?
? ? ? ? ? …? ? ? ? ?
Feb.9 
ιm 
10 
???
?? ? ? 、 ? ?
?
?
?
???
? 』 ?
?
? ?
?
?
? ? ?
?
?
?? ?
稀 80
零60
:黒40 .+1 
• • 3. 
3'1. . 
30 
、
三~
.38・ • • • • 
20 
.3守ー ーー 一一。o __ 0 。
.30 
.34 。o .~... 0 。 。
12 n 
12 
。 。
.3+0 0 
•• .38.. 
-ヨ8・ • • ? ?
?
???
?
??
15h 30m Cj，55m 
F=cb.9 10 
15h20m 
10 
/4n50，.， 
1/ 
O 
• • 
.~ 
• • .41. • 
• • 4ヨ .44. • 。 品 τ一.35 
o 0 。o
.45 • • .37 -・
JOn35m /1内 30m
13 /4 
.45 
• 
o 0 。
-・
l司3 1968年2月9日 14日の福井平地の積雪同構造(福井大学クラウンド)，}t，'!'，¥凶の左の数字は宙
度を示す。ただし替は12日10時30分.柑は13日9時に測定。
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ま，ビザラメに人れられるべきものであるが，二の)醤
は非常に変化のゆるやかなものであったので，一応し
まり'弁としておいた。凶3の附同l'iの矢印は，ill L 
ている j自のm~移をたどったものであり ， この部分のよ
うすを写真3に示す。さらに)'，引火l'iに①，①，①の印
をつけた部分の" (粒子の様子を写宍 4 にノJ ~す。 写真 4
はアニリンI~定法を用いて低(古本顕微鋭で'1M彩したも
のである。写冗3a (10日151'jっ の"'(は9IJ夜から10
IJ 1:U]までに降った新吋の哀T而{、I近のもので，ぷ1(1から
2 cm' トーに)~ られる，' ，1μ 、線(矢じIJA ) は 11Mによる内部
副!併5，めによって生じたものと考えられ，:tXlfIに見ら
れるおij毛のようなところでは，枯J校状の引の車内l昆が副!
けないて、成っているのが見られた。この1午後 21'j:は
公dltが20Cに 1'.11'，したが，NHl iで の削!' ll'が)~ られない
のは，去の状態が “，'，:)ぐもり"であったため，H1'片手ご
I(Iでの熱放射カ¥，'l;而から大気に1(')って'Uなわれたた
めであろうと号えられるデ5T3 b (1l1l141りのノく
ソド状Bは10111:0Jまでに降った"(と，1011タ)jから降
ったがr"(との出叫に，上ー からl訓!''(;J，がたまってと|ミじた
ざらめjvjである 。 このような1)命 1;の断続によるも'l~)同
の !:r~wに副!'. ';' ;J，がたまって生ずるさらめノ L ントは， 副!
写真3 1'J'l勺断i(1I
スケールは杭，' d~~ 
を/J'す。
a) 2JJ1011151'j: 
b) 2刀II日151'j:
c) 2 J J12111211~j: 
d) 2 J. 131111Il'j・
e) 2月14日151'j:
c) 
a) 
ω-cm 
58-
48ー
d) 
， ，~が進行するにつれて数多くあらわれる o 'tnの変化
の速い加古|竹では，これらさらめパンドを'1'心にして
ざらめ化が進み，遂には全1'J'['(がざらめ化する D 写真
4 cは写真3c (12日121りのAとBにはさまれたと
ころのものであるが，上下のざらめ古'にはさまれた薄
いしまりた1の':';-粒子はかなりの科度ざらめ化してい
るO
5結び
Ï\~I' ~板によるも' 1 " ;- の jfj構造ffJ~7H1j法はJ I :'市に1m単であ
って，二こで‘述べた微細なjftjや，内部融W(，さらには
しまり 'J-í の JII"I~II I 11をミミズのように流れる注目L、水みちの
刷出IJにもJOjしているO欠J人点‘，'(
で‘きる(範陀削1凶l湖目はゼせ-¥，い、ぜい2却OX3却Oc側7押1で‘あつて，)ぶい範囲に
わたって刀色似をlt'l'j(1什へ折l人することがf，J-;日Wiである
こと，また，" (1'Iは迫っても，光の吸収係数があまり
迎わんにい場合には)件の区分がゆjl岐にはあらわれなレ二
となどがあげられる O
~I I \WJ也ブjの、Ji' J也 ~iTl;-について ， '~;-nの変化の過むを
幾くつかのタイ フに分けるとすれば，ここで掛かった
ものは，このね度の積雪量では普通に見られるもので
b) 
e) 
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ある O 雪nの変化のタイプにつし、てほ，今まで幾らか
調べられてはし、るが 7). 文献2においてさらに詐Lく
報告する予定である O
この研究は，昭和43年度雪氷学会研究発去大会にお
いて発表したものをまとめたものであって，研究費の
一部を昭和42年度文部省科学研究費にあおいだことを
付記する O
気象の資料を捉供して下さった福井地方気象台，有
益な助言をいただいた本学教育学部松岡春樹教授，な
らびに観測に協力し、ただいた応用理学教室今村隆一氏
に厚く感謝の;むを表Lます。
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